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１．教員紹介・主な研究分野 

近年,幼児教育から高等教育に至るまで,様々な教育政策が打ち出され改革が行なわ

れています｡現在,保育現場では,｢保育の質｣や｢保幼小の接続｣が課題となっています｡

このような現状から, ｢保育の質の向上｣と｢保幼小の接続｣について,調査し,研究をして

います。海外の研究では,2019年9月にフィンランドの就学前教育における環境の視察や

2018年にはカンボジアのプノンペン郊外の小学校2校と併設の幼稚園を視察し，東南ア

ジアの就学前教育の研究もすすめています｡ 
 

２．研究業績 

①最近の著書・論文 

・池田孝博,杉野寿子,大久保淳子,鷲野彰子,中原雄一,伊勢慎,「保幼小連携におけるア

プローチカリキュラムに関する研究の動向と課題」,福岡県立大学人間社会学部紀

要,29,（2）,215-223,2021 

 ・清水陽子,大久保淳子,ｱﾝｿﾝﾌｧ,「韓国の標準保育課程と保育実践に関する一考察」, 

   福岡県立大学, 人間社会学部紀要28(1), 2019  

・古橋啓介,池田孝博,杉野寿子,大久保淳子,中原雄一,伊勢慎：「子ども・子育て支援新

制度導入後の基礎自治体の実態」,福岡県立大学,人間社会学部紀要27(1), 1-20,2018 

 

②その他最近の業績 

・Poster presentation：Current situation and issues of pre-school curriculum in 

Japan and Korea－Comparison between Japan’s “Course of Study for Kindergarten” 

and Korea’s “Nuri Curriculum” from the view point of collaboration and connection 

between pre-schools and elementary schools－ 

Junko OKUBO, Fukuoka Prefectural University, Yoko HIMIZU Kyushu Sangyo University, 

Hiromi BAN, Nagaoka University of Technology, OMEP Asia Pacific Regional 

Conference 2019 in KYOTO, JAPAN , Kyoto TERRSA 

・自主シンポジウム：「幼保小連携の課題と展望」,余公裕次（西日本短期大学）,大久

保淳子 (福岡県立大学),余公敏子（九州龍谷短期大学）,小堀晶弘（熊本大学大学院医

学教育部）津金美智子（名古屋学芸大学）,日本乳幼児教育学会, 第28回大会,岡山コ

ンベンションセンター,2018 

・自主シンポジウム：「幼保小連携の現状と課題」, 企画・司会：余公裕次（福岡県春

日市立春日原小学校）話題提供：余公裕次（福岡県春日市立春日原小学校）,大久保淳

子（福  岡県立大学）,余公敏子（九州龍谷短期大学）,小堀晶弘（熊本大学大学院

医学教育部）,指定討論：小田豊（聖徳大学）,日本乳幼児教育学会,第27回大会,西南

学院大学，2017 

・口頭発表:「保育者養成校における保育・教育実習前後の学生の意識の検討」,桑原広 

（佐賀女子短期大学）,大久保淳子（福岡県立大学）,日本保育学会,第70回大会,川崎医

療福祉大学,2017 

 

③過去の主要業績 

・大久保淳子・伊勢慎・櫻井国芳・池田孝博：「幼児期における性役割の形成－性的ラ

ベリングとその関連要因－」，福岡県立大学人間社会学部紀要,25(2)，49-58,2016 

・大久保淳子：「保育を専攻する学生の生活体験・自然体験の実態-A短期大学保育学科

学生の生活体験の現状と課題-」,西日本短期大学総合学術研究論集,６,21-24,2016 

・大久保淳子：「保育専攻学生の保育者たる職業意識と保育の質‐保育者としての資質

と専門性の捉え方における学生への質問紙調査から‐」,総合学術研究論集,第4号,69

‐73，西日本短期大学,2014 



・大久保淳子：(共著)「こころを育てる人間関係」寺見陽子編著，人との関わりを育て

る環境構成 (分担)，保育出版社,39‐40,1999 
 

３．外部研究資金 

 ・科研費,基盤研究(C)（研究代表者）「プログラミング的思考の育成カリキュラムの開

発－就学前～小学校の接続を焦点として－」, 2019-04-01‐2022-03-31, 3,510千円 

 ・科研費,基盤研究 (C)（研究分担者、研究代表者 清水陽子）「韓国国家水準幼児教

育課程の改定・実行過程に関する調査研究」,2020-04-01‐2023-03-31,3,900千円  

 

４．受賞 

なし 
 

５．所属学会 

日本保育学会，日本乳幼児教育学会，日本生活体験学習学会，日本発達心理学会 

国際幼児教育学会,子ども支援学会 

 

６．担当授業科目 

・保育者論・２単位・１年・後期・２年・前期, 児童文学・２単位・３年・前期, 子

どもと遊び・２単位・３年・前期，保育方法論・２単位・３年・後期，幼稚園教育

実習Ⅰ・２単位・３年・後期，幼稚園教育実習事前事後指導・１単位・４年・前期，

幼稚園教育実習Ⅱ・２単位・４年・前期，保育・教職実践演習（幼稚園）・２単位・

４年・後期，保育内容演習・２単位・４年・後期，子ども教育課程研究・２単位・

１年・前期、教育課題研究・２単位・1年・前期,子ども教育課程演習・２単位・１

年・後期,子ども教育実践実習Ⅰ・１単位・1年・後期,教育課題演習・２単位・１年・

後期 

 

７．社会貢献活動 

 ・福岡県幼児教育アドバイザー  

 ・福岡県重点課題指定校 嘉穂郡桂川町立桂川幼稚園 指導講師 
 

８．学外講義・講演 

  ・福岡市私立幼稚園連盟主催の新任採用教員研修会の講師 2020,8 

・嘉穂郡桂川町立桂川幼稚園 園内研修講師 2020,8 

   

９．附属研究所の活動等 

  なし 

 

 

 

 

 

 

 


